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、
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会

　
都
市
の
将
来
像
を
示
す
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
に
あ
た
り
、
公

聴
会
で
意
見
を
述
べ
た
い
方
は
、
公
述
申

出
書
を
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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「
な
が
ら
見
守
り
活
動
」は
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
買
い
物
、
犬
の
散
歩

な
ど
の
日
常
生
活
の
中
で
、
子
ど
も
の
様

子
に
気
を
配
り
、
見
守
り
活

動
を
お
こ
な
う
も
の
で
す
。

　
地
域
に
根
差
す
あ
な
た
の

気
づ
き
が
、
子
ど
も
の
安
心
に
つ
な
が
り

ま
す
。
み
ん
な
で
協
力
し
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
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ー
ド
ア
プ
リ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
結
婚
を
予
定
し
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
や
新
婚

夫
婦
が
優
待
を
受
け
ら
れ
る「
i
P
A
S
S
」

は
、
11
月
26
日
に
ア
プ
リ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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・
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談

かみす
ナビ

このページでは神栖市の
様々な情報をご案内します

秋の叙勲 受章おめでとうございます

　1992年3月～2024年2月の8期32年の長き
にわたり、議員として積極的に市政に参画し、
地方自治の発展および住民福祉の向上に尽力さ
れました。その間、神栖町議会ならびに神栖市
議会において議長をはじめ各委員会の長などの
要職を歴任し、財政運営や産業・文化・教育・
福祉などの広範な分野で指導的な役割を果た
し、神栖町・神栖市の発展に尽力されました。

宮
みや

川
かわ

　一
いち

郎
ろう

 さん
（元 神栖市議会議員）

旭
きょく

日
じ つ

小
しょう

綬
じ ゅ

章
しょう

（地方自治功労）

　消防職員として国民の生命、身体および財産
を火災などの災害から守るため、長年にわたり
著しく危険性の高い業務に精励されました。ま
た豊富な社会知識と消防経験を生かし、消防本
部の組織づくりから将来を展望した消防力の充
実強化に献身され、消防組織の発展に多大なる
貢献をされました。

萱
かや

沼
ぬま

　康
やす

志
し

 さん
（元 鹿島地方事務組合消防本部消防長）

瑞
ず い

宝
ほ う

小
しょう

綬
じ ゅ

章
しょう

（消防功労）

茨城県表彰 受賞おめでとうございます
神栖市交通安全母の会
　58年の長きにわたり、「交通安全は家庭から」という母の会の理念のもと、
児童の登下校の立

りっ
哨
しょう
指導、交通安全キャンペーンや交通安全教室への参加

のほか、高齢者世帯訪問事業を実施するなど、交通事故のない安全・安心で
快適な地域づくりに寄与されています。1967年、鹿島地区交通安全母の会
を発足。2017年に神栖市交通安全母の会に改称。

鹿島臨海工業地域環境保全推進協議会
から寄贈
　市内の小学校にアルコール温度計・示温銅板・示
温銅棒を寄贈いただきました。これは環境保全事業
の一環として、環境教育向上のために活用してほし
いとの願いが込められています。

矢田部総有地管理会から寄付
　植松小・やたべ土合小学校・波崎第二中・波崎第
四中学校に教育振興の資金として、100万円を寄付
いただきました。この寄付は2004年度から続いて
おり、今回で21回目となります。

　学校の教育活動に活用し、子どもたちの学習活動の充実と道徳教育普及に役立てていきます。
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